













































2019年12月に石巻市網地島に 2 台の気象観測装置を設置し、気象モニタリングを開始した 8 ）。 2 台の気
象観測装置は、ともに、網地島のオリーブ畑の近傍（北緯38度25.6分、東経141度49.0分）に設置されてい
る（Fig. 1 ）。以下では、Fig. 1 において、南側（下側）に設置されているものを Sensor 1 、北側（上側）
に設置されているものを Sensor 2 とする。
気象測定は約10分毎に行い、測定する量は、測定時刻、気温［℃］、湿度［%］、照度［lx］、風向［°］、
風速［m/sec］、雨量［mm］の 7 種類である。なお、風向については、Sensor 1 、Sensor 2 、それぞれ、
Fig. 1 に示すように、南西から北東方向に 0［°］をとり、左回り方向に角度が増加するように定める。
分析対象期間は2020年 4 月 1 日～2020年12月31日とし、Sensor 1 において上記の気象情報それぞれに
ついて38,969点、Sensor 2 において32,024点取得することが出来た。なお、取得データはサーバに転送・
保存され、遠隔から確認可能になっている。











と三角形のマークは、それぞれ、Sensor 1 と Sensor 2 から得られたデータであることを示している。図
から、丸と三角形において多少重なっていない箇所はあるが、よく重なっていることから、 2 つのセンサ
で測定している値がほぼ等しいことがわかる。 2 つのセンサは数十 m しか離れていないため、 2 つのセ
ンサの値がほぼ等しいということは、その値の信頼性を担保する結果だといえる。






あると考えられる。次に、湿度と温度との相関については、湿度が高いのが 7 月の梅雨から 9 月の夏時期
であることから（Fig. 3 ）、湿度と気温に相関性があることも妥当と考えられる。最後に、気温と風速と
の相関については、湿度ほどはっきりした傾向はないが、計測期間内において、風速の大きい（風の強い）
時期が 4 月～ 6 月と11月～12月であるため、負の相関が見られているものと考えられる。なお、例外的に
9 月に風の強い日があるが、これは台風の影響だと推察される。
Fig. 5 は Fig. 2 と同様に縦軸を湿度として、横軸を（a）照度、（b）風速、（c）雨量 とした散布図で
ある。丸と三角形のマークは、それぞれ、Sensor 1 と Sensor 2 から得られたデータであることを示して
いる。なお、湿度と気温については、Fig. 2 において既に示している。




～Fig. 5 および Table 1 ～Table 4 から検討したものであるが、気象データ間の相関性が妥当であるこ
とから、信頼性のあるデータの取得ができていると結論づける。
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Fig. 2  各気象データと気温の散布図
Fig. 3 　網地島における湿度の時系列データ
Table 1 　Sensor 1 の取得データにおける相関係数
Table 2 　Sensor 2 の取得データにおける相関係数
湿度 照度 風速 雨量
気温 0.599 0.490 -0.378 -0.052
湿度 照度 風速 雨量




Table 3 　Sensor 1 の取得データにおける相関係数
Table 4 　Sensor 2 の取得データにおける相関係数
照度 風速 雨量
湿度 0.02 -0.209 0.321
照度 風速 雨量









Fig. 6  は横軸に月、縦軸に月平均気温（a）、月間雨量（b）としたものである。丸は Sensor 1 、三角
形は Sensor 2 、四角形は仙台市、×は石巻市、星はチュニスにおけるデータをそれぞれ示している。
Fig. 6（a）において、まず、目を引くのはチュニスにおける気温の高さである。具体的な値として、チュ
ニスの年間平均気温は18.1 ℃であり、一方、仙台市は12.4 ℃、石巻市は11.6 ℃である。網地島においては、
まだ 1 月～ 3 月の気温の下がる期間のデータが含まれていないが、 2 つのセンサを併せた平均気温で16.0 
℃程度である。なお、網地島のデータについては、測定されている期間において、石巻市と近い値と振る
舞いになっていることから、今後、 1 月～ 3 月のデータを加えると石巻市の年間平均気温に近い値となる





庭野らは、平均気温が20 ℃を超える時にオリーブは成長すると報告している 6 ）。それを踏まえると、
Fig. 6 （a）において、20 ℃を超える期間はチュニスが 5 月～10月の 5 月間であるのに対して、仙台市、
石巻市においては、 6 月～ 9 月の 3 月間、網地島においては 1 年間のみのデータであるが、 8 月～ 9 月の
2 月間である。したがって、気温の面からオリーブ育成を考えると、気温管理の必要性が確認できる。な
お、Fig. 6 （a）は2020年のデータを元にしているが、チュニスを除いて、 7 月の平均気温が不自然に低
い値になっている。この不自然さは、梅雨前線が長期間に渡って本州に停滞し、全国的に記録的な日照時
間不足や大雨となったことに起因していると推察できる10）。そのため、例年並みだった場合、 7 月の気温
は多少高くなると考えられる。この梅雨の長雨は Fig. 6 （b）においても顕著に現れており、 7 月の雨量
が仙台市、石巻市、網地島ともに非常に多くなっている。
一方、Fig. 6（b）の 9 月において、仙台市、石巻市と比較して、網地島の雨量のみが大きなものになっ
ている。この同じ宮城県内であるにも関わらず、大きな違いが生じている理由は2020年 9 月25日に宮城県
付近を通過した台風12号にあると考えられる。この台風は雨台風で特に関東地方で大雨をもたらし、宮城
県に最接近した 9 月25日において、仙台市で69 mm、石巻市で47 mm の雨量になった。それに対し、網








Sensor 1 と Sensor 2 において、分析対象期間内に10分毎に観測された風向をヒストグラム化したもので
ある。また、Fig. 8 （c）は月毎に風向の平均値を算出し、横軸を月、縦軸を平均風向としてプロットし
たものである。Fig. 8（a）における大きな特徴は80°から180°付近の度数が 0 である点である。これは、
測定器の不調というわけではなく、Fig. 1 において、Sensor 1 の配置を見ると、センサのすぐ右下に林
があり、その林によって、風が遮られているためである。したがって、180°を加えた真反対の260°から
360°においては、風が検出されている。
また、Fig. 8 （a）と（b）を併せて見ると、度数の高さは多少異なるが 0 °から80°と300°から360°
の間において、度数が高くなっている傾向は同じである。これを踏まえ、Fig. 1 を見ると、大体、左下か
ら右上へと吹く南西からの風が多く吹いていることかわかる。この方向は、網地島線につながり、林に囲
Fig. 6  気象データの比較（a）月平均気温、（b）平均雨量
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